
授業計画

１．　農産物の商品特性
２．　農産物の価格形成
３．　物流と商流
４．　流通の役割と経済的意義Ⅰ
５．　流通の役割と経済的意義Ⅱ
６．　流通とマーケティング
７．　マーケティング戦略
８．　商品分類と流通経路
９．　流通と取引費用Ⅰ
10． 流通と取引費用Ⅱ
11． 市場の垂直構造
12． 製品差別化
13． 貯蔵と市場取引
14． 地域間取引
15． 授業のまとめ

出席及び授業中の評価（含むレポート）：50％、期末テスト：50％評価方法

なし（講義ノートを配布）テキスト

授業の到達目標 農産物流通に関する基礎理論を理解する。

授業概要

　商品は生産から消費に至るまで必ず流通が介在し、市場や流通業者の行動によって販売形態や流通マージ
ンが変わる。農産物も例外でない。農家から消費者に至るまで様々な流通経路があり、流通業者の行動も多
様である。授業では商品の流通に共通する基礎理論を、農産物を中心に学ぶ。
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